
微笑■世界の先物地  

驚異の成  
再  界の先物軍  

‾二‡㌻無品  

潟蔑爵．．   の変動から経営守る  

先物取引というと、まだ、「リスク（危険）  

が大きい」と思っている経営者が多いのでは  

ないでしょうか。だが、あらゆる種類のリス  

おういつ クが横溢している現代、「リスクヘッジ（危  
険の保険つなぎ）をしないことがリスク」と  

も言われるようになってきました。世界では  

先物取引を通じて価格の変動をヘッジするこ  

とはいまや、「企業経営者の常識」です。そ  

のような経営者の意識変革を背景に、世界の  

先物取引はその種類を増大させ、出来高も急  

増させています。いまや、先物取引を除いて  

は経済を語れない時代となっているのです。  

巴2…琵琶諾宗出   
先物取引はまず、商品先物取引から始まっ  

たことはよく知られています。だが、現在は  

その手法が単に「価格の騰落から経営を守る」  

だけではなく「資産の下落から経営を守る」  

ことにも使われるようになってきました。主  

な先物取引だけでも、商品先物取引以外に為  

替（＝通貨）先物取引、株式先物取引、債券  

先物取引、金利先物取引など広範囲に及んで  

います。   

それとともに出来高は年々、飛躍的に増大  

しています。米国先物取引業協会（FIA）の  

調べによると、2002年の世界の総出来高は18  

億224万枚。前年より22％も増加しました。  

2002年は世界経済が停滞した年でしたが、イ  

ラク問題などで緊張が高まったことからヘッ  

ジ需要が急増したからです。   

いや、2002年ばかりではありません。近年、  

経済の不調をよそに、先物取引の出来高は年々、  

2ケタ増を記録。毎年のように史上最高を更  

新しているのです。  

‾世界⊥の先物大国、米国での2002年の取引  

所別、商品別出来高を見ると、次真の表のよ  

うになっています。トップはシカゴ・マーカ  

ンタイル取引所（CME）のユーロドル3カ  

月物、2位が同じくCMEのミニS＆P500、  

3位がシカゴ商品取引所（CBOT）の10年物  

Tノート、そして7位がニューヨーク・マー  

カンタイル取引所（NYMEX）の原油という  

具合です。これをみると、為替、株式、債券、  

商品がすべて網羅され、極めて幅広く先物取  

引が行われていることが分かります。   

出来高をセクター別に見ますと、上位10商  

品中、実物商品は原油を含め、8位の天然ガ  

ス、10位のトウモロコシと3つしか入ってい  

ません。これを見ると、「金融商品優位」と  

いう世評を裏書きしている感じです。だが、  

11位から20位では大豆、ガソリン、暖房油、金、  

大豆ミール、小麦、大豆油と実に7つが入り、  

21位から30位でも、砂糖、生牛、銀の3品目  

が、31位から40位まででは銅、小麦、コーヒ  
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米国の先物取引所別・商品別出釆高  
位002年、単位1．0叩枚、菰プションを除く、EIA調べ）  

ー、棉献上■コニコ敷革媚態憬     て－・■一ヒ    p・‘二▲．   ′上  
ルサ号ビ議場糞挺∫キ？入射毎二：壱        ‾′l・f－ ■・’       ゝ一ハヽ′▲  

草す。∧上檻20商品で見ても、40  

商品で見ても、半分は実物商品  

とそれを基にした指数商品なの  

です。商品魔物由1は決して衰 ＝－●■∴■  

過していません．。むしろ．、その  

必要性はますます高まっている  

ことをこの養は：証明しでいます。 

！、今年tま一月、米国がイラグに攻 

め込みま．した。をれまでの問、 

原油価格は上がりましたが、・攻  

め込む直前に下がりました。戦 

争が短期間で終了するとみたか  

らでサムその後、意外に戦後統 

治がうまく∴いかないと分かノり1  

また上がり・ましたが、イラクの  

生産が回復するとみて、また下 

がりましたご‘滴物も米国が記叙  

的な豊作になることみて下がりま  

したが、■・欧州が熱波に襲われ、  

穀物生産が大打撃を′受けたとみ  

ると再び上昇しています。つれ  

て、出端宮惑増しホ秋肇一束                             く ・l－    ・ 
年もまた、史上最高を大きく上 

回ることは間違いありません。   

このようなテロ、戦争、天候  

などといったイベント（＝不意 

の出来事）はいつ起ごり、L先行  

きどう展開するかだれも分かり  

CBOT＝シカゴ商吊取引軌七ME＝シカコ・マーカンタイル取引所、KCBT＝カ  
ンザスシティ商品取引所、・NYBPT芋三皐一ヨーク商品取引所、NYMEX＝ニュr  
ヨーク・マーカンタイル取引所、，FSE＝フィラデルフィア証券取引所  

方ですム1いつし－，価格J資産が暴落するか、仕  

入れ価格が暴騰するか分かりま■、せん。．そのと  

きの力強い助う人として、先物取引はますま  

す盛んになることでしょう。  

ません。そのようなときi；生じるりスクを先  

物取引を使ってヘッジしておくことこそ真の  

経営者といえるでしょう。  

いま、テロなどイベントリスクは高まる一  
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